
主題「協力しよう世界の平和と命のために」 

～僕たち、私たちにできること～          6 年生 

①平和について 

【はじめに】 

わたしたちは、世界が理解し合えるために必要なものを自分たちなりに考えてみました。 

見た人たちの平和への思いを綴った平和メッセージをお送りします。 

【平和メッセージ】 

＜１＞平和メッセージとは 

 平和メッセージは自分の平和への思いを綴ることです。この平和メッセージは、自分の思いをありのままに書

くことで見る人に思いを届けることができます。 

＜２＞私の平和メッセージ 

戦争がないのはもちろんのこと差別や暴力、不公平などがないことが平和であると考えます。今の世界は戦争

がない国もあるけれど、差別や暴力などがあり、多くの人が苦しんでいます。日本は、周りと比べて平和だけれ

ども世界には、日本のように平和ではない国がたくさんあります。だから私は、今の日本の平和が世界に広まる

ように海外の人と交流して、海外に行って日本の医療の技術を伝えるなどの行動をし、平和になる活動をしてい

きたいです。 

 

②国際理解 

【手まりについて】 
｢何で手まりなの？国際理解に関係ないじゃん｣ 

皆さんそういうでしょう。 

なぜ必要か。それは今日の国際情勢から解ります。 

今日の国際情勢に国同士の紛争が多くあります。 

国際紛争に共通して「違う文化を理解し、認め合えない」ことが多く、国同士の理解すなわち「国際理解」のた

めには文化同士の交流と理解が必要不可欠です。 

日本には外国人観光客が多くやってきます。 

外国人はよく日本の伝統文化に興味があり伝統文化について話すとすぐ打ち解けられます。 

なので、国際理解のためには、自分の国の文化をしることが大切です。 

そのために私は手まりを紹介します。手まりとは新年の季語（季節を表す言葉）でその歴史は古代にさかのぼる。 

平安時代蹴鞠として唐から伝来し、江戸時代初期に手まりに変わる。庶民の遊びになるのは明治時代である 

手まりの伝統的な模様は美しい幾何学模様であり、今でも人気がある。 

このように、自分の知っている伝統文化から国際理解を広げてみませんか？ 

【まとめ】 

・私は平和メッセージについて書きましたが、このメッセージを読んで平和への思いを考えるきっかけになるこ

とを願い書きました。是非皆さんも平和について考えてみてください。 

・私が伝えたかったことは、手まりのことではなく、日本文化は国際理解の橋渡しになるということです。 

皆さんも一度国際理解について考えてみてはいかがでしょうか。 


